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検

〕
111113:022...

本件噴霧乾燥機（L-8i）の輸出状況及び
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検
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（被告人 A 大川原化工機株
B大川原 正 明

C 相嶋
D 島田



72

（No. 16 ）
請求者等検察官

番号
標

立証趣旨
（公訴事実の別）
報（ガイダンス・適用法令の解

（（夏）
1.029.12.222..

輸出規制対象となる噴報乾燥器に関する
解釈等

令和2年特（わ） 第858号
証拠等関係カ ド（甲）

（このカードは、公判期日、公判前整理手続期日又は期日間手続期日においてされた事項については、各期日の調君と一体となるものである。）

請求 意見 結果
期関期関
係
被

係

告
被 内容
告

日人 日人

期関
係
被
告

日人

取 備'考
内 容

順
序 編てつ箇所

A

BOD

（全

〔

）

］

）

（ ）

被
告

人［
複
数
用
～ （

（被告人 A 大川原化工機（株B 大川原正明 C 相鴫
D 島田



37

38

2.6.11

請求者等検察官 令和2年特 （わ）第858号
証拠 等関係カ ド （Z） （No. 9 ）

（このカードは、公判期日、公判前整理手続期日又は期日間整理手続期日においてされた事項については、各期日の出と一体となるものである。）

番号 請求 意見 結果
目 期閦期関

【鉄道者：作成年月日／食屋：各間時間無）」
11まままままを 係 係

被 内容立証趣： 旨 被
告

（公訴事実の別） 日人 告
日人

期関
係被
告

日人

内 容
取
調
順
序

備考

員
編てつ舗所

（（秋）大川原正明
11:5.261.
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入院患者さんへの面会について

当院では新型コロナウイルス感染拡大防止のため、入院患者さんへの面会を制限しています。

●個室を利用されている患者さんについては、面会による感染拡大のリスクが低いことを考慮し、

月6日（月）から以下の条件で面会を可能とします。
・体温が37.5°C未満で咳などの症状がないこと
・新型コロナウイルス感染症患者との接触の疑いがないこと

*・14日以内の海外渡航歴がないこと

・患者さんのご家族で1回の面会は2人まで

●多床室を利用されている患者さんへの面会は、他の患者さんへの感染リスクがあるため、引き続

きお断りさせていただきます。
●感染症病棟を利用されている患者さんへの面会は、お断りさせていただきます。

判断させていただきます。

添付資料6

・入館時にはマスクを着用し、手指消毒を行うこと

・面会は病室内に限定し60分以内
・デイルームでの面会は不可

●ICU等の集中治療室、重症個室の患者さんへの面会については、患者さんの病状に応じて個別に
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